
おおおおおおおおおおおおおおおおお ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪

20222022

おひおひひひおひおひひおひ さなさなさなさささなさなさなさなさなさま上ま上ま上ま上上上ま上ま上ま上ま上手手に手に手に手にできできききできできで たよたよたよたよたよたよたよたよよたよよたよたよたよたよたよ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
くく く（（3（3（3（（（（（（（3（（（ 月1月1日、日、日、、、、、、、、、、、、、、、、すくすくすくすくすくすくすくすすすすくすすすすすすすくすくすくすくくすくすくくくくすくくすくくくくすくすくすくすくすくすくくすくくすくくくすすくすくすくすくくくすくくくすくくくく保育保育園）園）））））））））

020222022

33MarchMarchMarch
January

2
6
8
12
14

特集　マイナンバーカード、持っていますか？……
後期高齢者医療制度が変わります…………………
学校を核とした地域づくり…………………………
インフォメーション…………………………………
なすから特派員通信・烏山高で英語の文集作成…

PuPuPPPPPPPPP blicc RRelationss MMagagazine e ofofoff NNassukarrasasuyuyyyyyammaa CiCCCittyyyyyyyyyyyyyyPPPPPublbblb icic RRR lel tttatioionsns MMagagaazinineeee ffofofoffof NNasas kukkkkkkkkkkkkkkukararasasuyuyamammmaa CCCCCCCCiCiittttyyy

NNoooooooo.1111111111111998888888



2広報なすからすやま ２０22.3

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
便
利
に
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
。
皆
さ
ん
は
も
う
持
っ
て
い
ま
す
か
？

　

今
回
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
必
要
性
・
安
全

性
を
は
じ
め
、
本
市
の
取
り
組
み
や
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
お
得
な
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
情
報
も

紹
介
し
ま
す
。

　

ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

使いみち色々！暮らしを便利に！

マイナンバーカード
あなたはもう持っていますか？

市役所（烏山庁舎）で
マイナンバーカードの
申請支援をしています

マイナポイント第2弾も
実施しています！

マイナンバーカードは
メリットたくさん！
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図　（総務省リーフレットから抜粋）1

マイナンバーカードは安全です！

顔写真入りのため、
対面での悪用は困難です。

おもて

マイナンバーを見られても
個人情報は盗まれません

オンラインの利用には
電子証明書を使います
マイナンバーは使いません

プライバシー性の高い
個人情報は入っていません

うら

マイナンバーを利用するには、
顔写真付き本人確認書類などでの
本人確認があるため、悪用は困難です。
※マイナンバーとは、国民1人ひとり
　が持つ12桁の番号です。

ICチップ部分には、税や年金などの
個人情報は記載されません。
健康保険証として利用する場合で
も、特定健診情報や薬剤情報などが
ICチップに入ることはありません。

紛失・盗難の場合は、24時間365日体制で一時利用停止可能
アプリ毎に暗証番号を設定し、一定回数間違うと機能ロック
不正に情報を読み出そうとすると、ICチップが壊れる仕組み

万全の
セキュリティ
対策

他人が悪用できないように
なっているんだね！

なりすましはできません

図　2 ど
う
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
な
の
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
は
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
持
つ　

桁
の
番
号

12

で
、
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
分

野
で
利
用
し
ま
す
。
年
金
・
雇
用
保
険
・

医
療
保
険
の
手
続
き
や
税
の
確
定
申
告

の
手
続
き
な
ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

事
務
に
限
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
安
全
安
心
で
利
便
性
の
高
い

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
と
公
平
で
効
率

的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
、
そ
の
基
盤

と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
を
進
め
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
安
全
な
の
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
ち
た
い

け
れ
ど
、
個
人
情
報 
漏  
洩 
や
保
管
方
法

ろ
う 
え
い

に
不
安
が
あ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
は
、
限
ら
れ
た
情
報
の
み
が
記
載

さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
万
全
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
た

め
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。【
図
1
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
I
C
チ
ッ

プ
に
記
録
さ
れ
る
の
は
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
個
人
番
号
、
本
人

の
写
真
、
公
的
個
人
認
証
の
電
子
証
明

書
な
ど
限
ら
れ
た
も
の
で
、
税
や
年
金

に
関
す
る
も
の
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性

の
高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
顔

写
真
が
つ
い
て
い
る
た
め
、
他
の
人
が

な
り
す
ま
し
て
使
う
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
カ
ー
ド
表
面
に
は
偽
造
防
止

の
た
め
に
複
雑
な
模
様
が
施
さ
れ
て
い

て
、
不
正
に
情
報
を
盗
み
取
ろ
う
と
す

る
各
種
手
法
に
対
し
、
自
動
的
に
記
録

情
報
を
消
去
す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
り
、
盗

難
に
あ
っ
た
り
し
た
ら
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0
1
2

0－

　

－

0
1
7
8
）
に
電
話
を
し
て
く
だ

95

さ
い
。　

時
間
3
6
5
日
体
制
で
一
時

24

利
用
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
外
出
先
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
紛
失
し
た
場
合
は
、
警
察
署
に
遺
失

届
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）の
確
認
を
は
じ

め
、
本
人
確
認
書
類
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
I
C
チ
ッ
プ
に
搭
載
さ

れ
た
電
子
証
明
書
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
税
の
申
告
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

行
政
手
続
き
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
国
が
運
用
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
児
童
手
当
の
現

況
届
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
の

写
し
が
取
得
可
能
に
！

　

本
市
で
は
、
4
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑

登
録
証
明
書
、
住
民
税
の
課
税
証
明
書

や
所
得
証
明
書
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
4
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
証
と
し
て
も
利
用
で
き
る

　

医
療
機
関
、
薬
局
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。
引
っ
越
し
や
就
職
・
転

職
を
し
て
も
、
手
続
き
な
し
で
ず
っ
と

健
康
保
険
証
と
し
て
使
え
る
ほ
か
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
特
定
健
診
情
報
や
薬

剤
・
医
療
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
利
用
対
応
の
医
療
機
関
・
薬
局
は
、

マ
イ
ナ
受
付
の
ス
テ
ッ
カ
ー
ポ
ス
タ
ー

【
図
2
】
が
目
印
で
す
。
ま
た
、
厚
生

労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で

き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
便
性

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は　

桁
の
マ

12
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交
付
率
ア
ッ
プ
の
た
め

の
取
り
組
み

　

本
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
有
効
活
用
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

を
推
進
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
便
性

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
の
基
盤

と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
率
は
、
県
内
や
全
国
と
比
較
し
て
も

低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
、

本
人
が
申
請
を
行
い
、
カ
ー
ド
受
け
取

り
の
際
に
市
役
所
に
来
て
い
た
だ
く
方

法
で
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
申
請
の
方

法
が
分
か
ら
な
い
人
に
向
け
て
、
烏
山

庁
舎
市
民
課
内
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
申
請
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
内
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
申
請
出
張
窓
口
を
設
置
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
率
向
上
の
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
動

画
を
作
成
し
ま
し
た
。
動
画
で
は
、
川

俣
純
子
市
長
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
メ
リ
ッ
ト
を
解
説
し
て
い
ま
す
！
動

画
は
、
動
画
共
有
サ
イ
ト
Y
o
u 
T

u
b
e
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

45.00％

40.00％

35.00％

30.00％

25.00％

20.00％
0.00％

マイナンバーカード　交付状況

市交付率市交付率市交付率 全国交付率全国交付率全国交付率 県交付率県交付率県交付率

 R3.4 R3.5 R3.6 R3.7 R3.8 R3.9 R3.10 R3.11 R3.12 R4.1
市交付率 22.36% 24.43% 26.45% 27.11% 28.38% 28.59% 28.98% 29.45% 30.39% 30.95%
全国交付率 30.00% 31.80% 34.20% 36.00% 37.60% 38.40% 39.10% 39.90% 41.00% 41.80%
県交付率 27.60% 29.20% 31.40% 33.20% 34.90% 35.70% 36.40% 37.00% 38.00% 38.90%

　本人確認書類や健康保険証として使えるほか、行
政手続きのオンライン申請ができるマイナンバー
カード。さらに、マイナンバーカードがあれば、新
型コロナワクチン接種証明書（アプリ）が取得できま
す。
　そのほか、国では、マイナンバーカードと運転免
許証の一体化を目指した準備を進めています。マイ
ナンバーカードと運転免許証の一体化により、住所
変更時に市役所窓口でマイナンバーカードの住所変
更をすれば、警察への届け出が不要となる仕組みを
構築中です。

健康保険証として本人確認書類として

ワクチン接種証明書
アプリが使える

行政手続きを
オンラインで

今後も盛りだくさん！マイナンバーカードのメリット

＼マイナンバーカード
があれば／

コンビニエンスストアで各種証明書が取得できるようになります
【利用開始日】　 月　日晶予定4 1
【利用できるコンビニエンスストア】セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、ミニストップなど
【利用可能時間】午前　時30分〜午後11時（年末年始やシステムメンテナンスを除く）6

取得できる人種　類
那須烏山市に住民登録がある人または同じ世帯の人住民票の写し
那須烏山市に印鑑登録している本人印鑑登録証明書
那須烏山市で市県民税が課税されている人
※税申告の手続きをしていない場合は取得できません。
※最新年度分は、当初納付書などの発送後となります。

・課税証明書
・住民税決定証明書
・所得証明書

※取得するためには、窓口同様
手数料がかかります。

※広報なすからすやま令和　年3
10月号　ページで、「納税証8
明書」を取得できると記載し
ましたが、こちらは取得でき
ないこととなりました。お詫
びし訂正します。

動画撮影の様子

▲市オリジナル動画
　（YouTube）
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　マイナポイントとは、マイナンバーカードを利用したポイント還元制度のこ
とです。令和　年　月から始まったマイナポイント事業ですが、現在、第　弾2 9 2
を実施しています。
　まだマイナンバーカードを持っていない人は、この機会にマイナンバーカー
ドを申請して、お得にポイントをもらいましょう！

◇

　

市
で
は
現
在
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続

き
や
健
康
保
険
証
利
用
の
申
し
込
み
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
の
方
法
が
分
か
ら

な
い
場
合
な
ど
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
受
け
取
り

時
に
「
ド
ラ
え
も
ん
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ケ
ー
ス
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
数
量
限
定

で
す
の
で
、
申
請
は
お
早
め
に
！

　

ま
す
ま
す
便
利
に
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
取
得
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
合

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

に
関
す
る
こ
と

総
合
政
策
課
緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
・
交
付
に
関

す
る
こ
と

市
民
課
緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
6

83

＼もらえるポイントは最大20,000円／
マイナンバーカードの
新規取得

最大5,000円相当の
ポイントがもらえます！
◆対象
令和　年　月末までにマイナンバー4 9
カードを申請した人で、マイナンバー
カードを取得した人のうち、マイナポ
イント第　弾に申し込んでいない人1
（マイナンバーカードをこれから取得
する人も含む）
◆マイナポイントの申し込み
今すぐできます！
◆ポイント付与方法
対象のキャッシュレス決済サービスに
申し込み、20,000円のチャージまたは
買い物をすると上限5,000円（25％）の
ポイントが付与されます。

健康保険証としての
利用登録

7,500円相当の
ポイントがもらえます！
◆対象
令和　年　月末までにマイナンバー4 9
カードを申請した人で、マイナン
バーカードの健康保険証としての利
用申し込みをした人
（既に利用申し込みをした人を含む）
◆マイナポイントの申し込み
　月開始予定6

7,500円相当の
ポイントがもらえます！
◆対象
令和　年　月末までにマイナンバー4 9
カードを申請した人で、公金受取口
座の登録をした人
◆マイナポイントの申し込み
　月開始予定6

公金受取口座の登録
※公金受取口座の登録開始は、
　令和　年春頃を予定しています。4

お子さんを対象に配布する
ドラえもんマイナンバーカードケース

マイナポイント 第2弾 お得に
ポイントを
ゲットしよう！

マイナポイントの詳細は、
マイナポイント事業ホーム
ページをご覧ください。
←
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一定以上の所得のある人（75歳以上の人など）の医療費の窓口負担割合が変わります

区分 医療費
負担割合

現役並み所得者 ３割

一定以上所得の
ある人 ２割

一般所得者など※ １割

後期高齢者医療制度に関するお知らせ

区分 医療費
負担割合

現役並み所得者 ３割

一般所得者など※ １割

被保険者全体
の約20％

令和4年10月1日から令和4年9月30日まで

【配慮措置が適用される場合の計算方法】
例：1か月の医療費全体額が50,000円の場合

窓口負担割合１割のとき ① 5,000円

窓口負担割合２割のとき ② 10,000円

負担増 ③（②－①） 5,000円

窓口負担増の上限 ④ 3,000円

払い戻し等 （③－④） 2,000円

配慮措置（令和7年9月30日まで）

窓口負担割合が2割となる人には負担を抑える配慮措置があります

ご注意ください！

※世帯の75歳以上
の人が全員、住民
税非課税の場合は
基本的に1割負担
となります。

●　令和4年10月1日から、一定以上の所得のある人（75歳以上の人など）は、現役並み所得者
　　（窓口負担割合3割）を除き、医療費の窓口負担割合が2割になります。

●　変更対象となる人は、後期高齢者医療の被保険者全体のうち約20％の人です。

●　令和4年10月1日から3年間（令和7年9月30日まで）は、2割負担となる人について、1か月
の外来医療の窓口負担割合の引き上げに伴う負担増加額を3,000円までに抑えます。（入院
の医療費は対象外）

●　配慮措置の適用で払い戻しとなる人は、高額療養費として、事前に登録されている高額療養
費の口座へ後日払い戻します。

●　2割負担となる人で高額療養費の口座が登録されていない人には、栃木県の場合、令和4年
9～10月頃に申請書を郵送する予定です。申請書がお手元に届いたら、申請書に記載されて
いる内容に沿って、口座の登録をしてください。

■　厚生労働省や地方自治体が、電話や訪
問で口座情報登録をお願いすること
や、キャッシュカード、通帳等をお預か
りすることは絶対にありません。

■　ATMの操作をお願いすることは絶対
にありません。

1か月5,000円の負担増を
3,000円までに抑えます。
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いるいない

１人だけ ２人以上

200万円
未満

200万円
以上

320万円
未満

320万円
以上

１割 ２割
世帯全員が

１割
世帯全員が

１割
世帯全員が

２割
世帯全員が

３割

該当しない該当する

現役並み所得者※4に該当するか

世帯内75歳以上の人※1のうち
課税所得※2が28万円以上の人がいるか

世帯に75歳以上の人※1が
２人以上いるか

「年金収入※3 その他の
合計所得金額※5」が
200万円以上か

「年金収入※3 その他の
合計所得金額※5」の
合計が320万円以上か

見直しの背景

約300万

75歳以上人口の増加

1,880万人

令和3年度 令和7年度

2,180万人

人増加

問い合わせ

●　世帯の窓口負担割合が2割の対象となるかは、75歳以上の人※1の課税所得※2や年金収入※3

をもとに、世帯単位で判定します。
　　（令和3年中の所得をもとに判定を行い、9月頃に被保険者証を送付します。2割負担の対象に

なるかは、届いた被保険者証で確認してください）

■　令和4年度以降、団塊の世代が75歳以上となり始め、医
療費の増大が見込まれています。

■　後期高齢者の医療費のうち、窓口負担を除いて約4割
は現役世代（子や孫）の負担（支援金）となっており、今
後も拡大していく見通しとなっています。

■　今回の窓口負担割合の見直しは、現役世代の負担を抑
え、国民皆保険を未来につないでいくためのものです。

・ 栃木県後期高齢者医療広域連合　☎028－627－6805
・ 那須烏山市市民課国保医療グループ　☎0287－83－1116
・ 厚生労働省コールセンター　☎0120－002－719
・ 不審な電話があったときは、最寄りの警察署や警察相談専用電話
（#9110）または消費生活センター（188）にお問い合わせください。

※1　後期高齢者医療の被保険者とは75歳以上の人（65～74歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を受けた人を含む）
※2　「課税所得」とは住民税納税通知書（例年6月頃に送付）の「課税標準」の額（前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除など、所得控除（基礎控

除や社会保険料控除など）などを差し引いた後の金額）です。
※3　「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※4　課税所得145万円以上で、医療費の窓口負担割合が3割の人。
※5　「その他の合計所得金額」とは、事業収入や給与収入などから、必要経費や給与所得控除などを差し引いた後の金額のことです。

窓口負担割合2割の対象となるかは主に以下の流れで判定します
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1
月　

日
昇

、　

日
昌

、　

日
晶

、
市

25

26

28

内
の
小
・
中
学
校
の
給
食
に
市
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
「
こ
こ
な
す
姫
献
立
」、「
か
ら
す

ま
る
献
立
」、「
や
ま
ど
ん
献
立
」
が
登

市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
給
食
が
登
場
！

子
ど
も
た
ち
が
地
元
食
材
を
味
わ
う

場
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、　

～　

日
の
「
全
国
学
校

24

30

給
食
週
間
」
に
合
わ
せ
企
画
し
た
も
の

で
、
市
産
の
米
や
み
そ
、
県
産
の
野
菜

な
ど
の
食
材
が
使
わ
れ
ま
し
た
。　

日
28

晶

の
「
こ
こ
な
す
姫
献
立
」
に
は
、
市

産
の
梨
で
作
っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
ソ
ー
ス

や
市
酪
農
組
合
か
ら
い
た
だ
い
た
バ

タ
ー
を
使
っ
た
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
の
ス
ー

プ
、
J
A
な
す
南
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
い

ち
ご
な
ど
が
登
場
。
子
ど
も
た
ち
は
地

元
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

荒
川
小
2
年
の
屋
代
晴
翔
く
ん
（
三

箇
）
は
、「
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
の
ス
ー
プ
は

か
ぼ
ち
ゃ
の
味
が
し
て
、
い
ち
ご
は
す

ご
く
甘
か
っ
た
。
と
て
も
お
い
し
く
て

満
腹
に
な
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地元食材たっぷりの給食をほおばる児童たち

　

磯
田
サ
ツ
さ
ん
（
大
里
）
が
1
月　

日
20

昭

に
、
金
枝
フ
ク
さ
ん
（
興
野
）
が
2
月

　

日
昇

に
満
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎

15え
、
川
俣
純
子
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
訪
問

し
て
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

磯
田
さ
ん
は
、
自
宅
で
ご
家
族
と
生

活
し
て
い
て
、
現
在
で
も
杖
を
使
わ
ず

に
歩
け
る
ほ
ど
元
気
い
っ
ぱ
い
。　

歳
99

ま
で
は
畑
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
た
そ

う
で
、
今
は
、
庭
を
散
歩
す
る
こ
と
が

日
課
で
す
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
も
好
き

で
、
演
歌
な
ど
の
歌
番
組
の
ほ
か
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
番
組
も
よ
く
笑
い
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ
て
う
れ
し

い
」
と
満
面
の
笑
み
で
話
し
て
く
れ
た

磯
田
さ
ん
、
金
枝
さ
ん

1
0
0
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

磯
田
さ
ん
。
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食

べ
る
こ
と
と
た
く
さ
ん
笑
う
こ
と
が
、

元
気
の
源
の
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
金
枝
さ
ん
は
、
市
内
の
介
護

施
設
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
カ

ラ
オ
ケ
で
、
大
好
き
な
演
歌
を
よ
く

歌
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

食
べ
物
に
好
き
嫌
い
が
な
く
、
規
則

正
し
い
食
生
活
を
心
が
け
て
い
た
と
い

う
金
枝
さ
ん
。
以
前
は
梨
農
家
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
い
つ
も
自
家
製
の
梨
を

食
べ
て
い
た
そ
う
で
す
。
長
寿
の
秘
訣

は
、
農
作
業
や
庭
の
草
む
し
り
な
ど
太

陽
の
元
で
よ
く
体
を
動
か
し
て
い
た
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

誕
生
日
当
日
に
は
、
息
子
さ
ん
夫
妻

や
お
孫
さ
ん
も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、

会
場
は
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

急
激
な
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
学
校
を
取
り
巻
く
問
題
は
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
希
薄
化
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
の
低
下
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
、
市
で
は
、
学
校
運
営
協
議
会
と
地
域
学
校
協
働
本
部
を
設

置
し
、
地
域
全
体
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
学
校
運
営
協
議
会
と
地
域
学
校
協
働
本
部
の
目
的
と
本
市
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

学
校
運
営
協
議
会
と
は
？

　

学
校
運
営
協
議
会
は
、
学
校
の
運
営
と
そ

の
運
営
に
必
要
な
支
援
を
協
議
す
る
機
関
で

す
。
学
校
や
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
・

意
見
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
校
長
を

は
じ
め
、
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
が
委
員

と
し
て
参
加
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
学
校
運
営
の
改
善
や
児
童
・
生

徒
の
健
全
な
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本
市

で
は
、
中
学
校
区
ご
と
に
昨
年
の
4
月
か
ら

設
置
し
て
い
ま
す
。

地
域
学
校
協
働
本
部
と
は
？

　

地
域
学
校
協
働
本
部
は
、
地
域
と
学
校
に

よ
る
協
働
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
機
関
で

す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成

長
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
の
住
民

を
中
心
に
地
域
と
学
校
の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
住
民
が
自
分
た
ち
の
地

域
で
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
み
ん

な
で
協
力
す
る
こ
と
で
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
、
中
学
校
区
ご
と
に
昨
年
の
4
月
か
ら
設

磯田さ磯田さんん金枝さ金枝さんん
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置
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
学
校
運
営
協
議
会
と
地
域
学
校
協
働

本
部
が
必
要
な
の
？

　

学
校
と
地
域
の
あ
り
方
は
、
時
代
と
と
も

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
学
校

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
知
識
・
経
験
・
能
力

を
地
域
の
活
動
で
得
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と
が
大
切

で
す
。
併
せ
て
、
地
域
の
住
民
に
は
自
ら
地

域
を
創
っ
て
い
く
と
い
う
「
主
体
性
」
を
持

つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
は
、
学
校
運
営

協
議
会
と
地
域
学
校
協
働
本
部
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
十
分
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
学
校
と
地
域
が
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
の
で
す
。（
図
1
）

具
体
的
な
市
の
取
り
組
み
を
紹
介

■
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動

　

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
学
校
協
働
活

す
。
本
市
で
は
、
烏
山
小
学
校
と
荒
川
小
学

校
で
放
課
後
に
教
室
な
ど
を
利
用
し
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
大
人
だ
け
で
な

く
、
烏
山
高
校
の
生
徒
や
市
内
の
中
学
生
も

参
加
し
、
幅
広
い
年
齢
の
人
た
ち
が
連
携
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
講
演
会
を
開
催

　

昨
年　

月
に
、（
一
社
）
と
ち
ぎ
市
民
協
働

12

研
究
会
代
表
理
事
の
廣
瀬
隆
人
氏
を
講
師
に

招
き
、「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、「
実
現
可
能
な

と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
肝

心
」
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇

　

本
市
の
活
動
は
動
き
出
し
た
ば
か
り
で

す
。
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
学
校
が
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
学
校
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
負
担

に
な
ら
な
い
範
囲
で
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
活

動
を
始
め
て
い
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
ま
た
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
私
た
ち
の
地
域
、
文
化
、

学
校
な
ど
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

現
在
、
こ
れ
か
ら
地
域
で
活
動
し
て
く
だ

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
左
記
あ
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

緯
0
2
8
7－

　

－

6
2
2
3

88

動
推
進
員
）
と
は
、
地
域
の
住
民
と
学
校
と
の

連
絡
調
整
を
行
う
人
の
こ
と
で
、
教
育
委
員

会
が
委
嘱
し
ま
す
。
本
市
で
は
、
小
・
中
学

校
に
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
1
人
ず
つ
配

置
し
て
い
て
、
地
域
と
学
校
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
自
身
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
め
て
学

校
の
花
だ
ん
の
整
備
を
行
っ
た
り
、
中
学
校

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
講
師
を
探
し
た
り
し
た

ほ
か
、
地
域
の
住
民
か
ら
希
望
者
を
募
り
、

学
校
内
の
樹
木
を
使
用
し
て
植
木 
剪  
定 
講
座

せ
ん 
て
い

も
開
催
し
ま
し
た
。

■
放
課
後
子
ど
も
教
室

　

地
域
学
校
協
働
本
部
の
活
動
の
ひ
と
つ

に
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
関
わ
り
な
が
ら
工
作
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
様
々
な
体
験
を
す
る
と
と
も
に
、
異
な

る
年
齢
の
友
達
と
交
流
す
る
こ
と
で
豊
か
な

心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

植木剪定講座には多くの住民が参加

放課後子ども教室で「ボッチャ」を体験する子どもたち

学校運営・その運営に必要な
支援に関する協議など

地域コーディネーター
（地域学校協働活動推進員）

地域学校協働本部

委員として参画 人材・活動などの
コーディネート

地域
住民

社会教育 文化
団体

スポーツ
団体

企業・
ＮＰＯ

保護者
ＰＴＡ

学校運営協議会

学校と
目標やビジョンを

共有

地域と目標やビジョンを共有

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一つの取組としてコミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一つの取組としてコミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一つの取組として

地　　域学校（コミュニティ・スクール）

地域学校協働活動

施設・団体

図　　※文部科学省リーフレットから抜粋1
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　　月　日昭、八雲神社で恒例の節分行2 3
事「追儺祭」が行われました。「追儺」と
は、悪い鬼や疫病などの厄を払い、福を
迎える儀式です。毎年、その年の山あげ
祭の当番町が中心となって行われ、今年
は、「元田町」が行事を仕切りました。
　当日は、厄除けや開運祈願などの神事
のほか、鬼面に向かって矢を放つ 鳴  弦 が

めい げん

行われました。

八雲神社で追儺祭
つい な

　

市
の
令
和
4
年
度
の
新
規
事
業

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
那
須
烏
山
整

備
・
運
営
事
業
」
に
対
し
、
全
国
各
地

の
信
用
金
庫
を
総
括
す
る
金
融
機
関

「
信
金
中
央
金
庫
（
通
称
：
信
金
中
金
）」
か

ら
1
千
万
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
信
金
中
金
が
創
立　

周
年

70

記
念
事
業
と
し
て
創
設
し
た
「
S
C
B

ふ
る
さ
と
応
援
団
」
に
、
烏
山
信
用
金

庫
が
当
該
事
業
を
推
薦
し
、
対
象
事
業

に
選
ば
れ
た
も
の
。
那
須
烏
山
商
工
会

が
事
業
主
体
と
な
り
、
烏
山
市
街
地
の

空
き
店
舗
を
改
修
し
、
市
内
で
起
業
し

市
の
新
規
事
業
実
施
に
向
け

信
金
中
央
金
庫
が
1
千
万
円
を
寄
附

た
い
創
業
者
に
対
し
て
低
額
で
店
舗
を

貸
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、
新
規
就
業
を

支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

2
月　

日
捷

に
は
、
信
金
中
金
関
東

14

営
業
第
2
部
の
香
川
隆
志
部
長
と
烏
山

信
用
金
庫
の
束
原
民
範
理
事
長
が
市
役

所
烏
山
庁
舎
を
訪
れ
、
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

香
川
部
長
は
、「
幅
広
い
就
業
を
支

援
し
、
地
方
創
生
の
更
な
る
進
展
に
期

待
す
る
」、
束
原
理
事
長
は
、「
こ
の
事

業
で
地
域
雇
用
を
生
み
出
す
と
と
も

に
、
市
と
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
伴

左から、香川部長、川俣市長、束原理事左から、香川部長、川俣市長、束原理事長長

走
型
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

J
A
な
す
南
と
J
A
共
済
連
栃
木

が
、
消
毒
液
と
せ
っ
け
ん
を
市
内
の
小

学
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
J
A
な
す
南
と
J
A
共
済

連
栃
木
が
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
消
毒
液
5

リ
ッ
ト
ル
と
せ
っ
け
ん
1
2
0
個
が
市

内
5
つ
の
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

2
月　

日
昭

に
は
、
市
役
所
南
那
須

17

庁
舎
で
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
J
A
な
す

南
の
中
山
正
樹
代
表
理
事
組
合
長
と
J

市
内
5
つ
の
小
学
校
に

消
毒
液
と
せ
っ
け
ん
を
寄
贈

A
共
済
連
栃
木
の
綱
川
浩
行
副
本
部

長
が
田
代
和
義
教
育
長
ら
に
消
毒
液

な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

中
山
代
表
理
事
組
合
長
は
、「
学

校
で
消
毒
液
や
せ
っ
け
ん
を
活
用

し
、
子
ど
も
た
ち
の
感
染
症
予
防
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」、
綱
川
副
本
部

長
は
、「
感
染
症
か
ら
自
分
を
守
る

こ
と
が
家
族
や
地
域
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
消
毒
や
手
洗
い
な
ど
基

本
的
な
感
染
対
策
を
行
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

寄贈式の様子

子
ど
も
た
ち
の
安
全
守
る
た
め

交
通
安
全
旗
5
6
0
本
を
寄
贈

　

1
月　

日
昇

、
国
民
共
済
コ
ー
プ
那

25

須
地
区
運
営
委
員
会
（
宇
都
宮
和
樹
委
員
長
）

が
交
通
安
全
指
導
の
た
め
の
横
断
旗
5

6
0
本
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
交
通
事
故
に
あ
う
確
率
が

他
の
年
齢
よ
り
も
高
い
7
歳
の
子
ど
も

の
安
全
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
「
7
歳

の
交
通
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
で
行
わ
れ
た
も

の
。

　

宇
都
宮
委
員
長
は
、「
子
ど
も
の
事

故
は
全
国
で
発
生
し
て
い
て
、
と
て
も

心
を
痛
め
て
い
る
。
子
ど
も
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
、
交
通
安
全
旗
を
積
極
的

に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
市
内
小
学
校
や
幼
稚
園
・

保
育
園
に
配
布
し
、
市
全
体
の
交
通
事

故
防
止
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。

川俣市長に旗を手渡す宇都宮委員長鬼面に向かって矢を放つ鳴鬼面に向かって矢を放つ鳴弦弦
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先
月
号
に
掲
載
し
た
海
の
時
代
が

終
わ
る
と
、
こ
れ
ま
で
海
底
だ
っ
た

と
こ
ろ
に
広
い
平
野
が
で
き
ま
し

た
。
砂
礫
や
、
火
山
灰
が
厚
く
た

ま
っ
て
い
っ
た
も
の
が
現
在
の
喜
連

川
丘
陵
の
基
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
川
の
侵
食
作
用
な
ど
に
よ
り
大

地
が
削
ら
れ
、
市
内
の
各
所
に
美
し

い
河
岸
段
丘
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
地
が
侵
食
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
で
き
た
地
形
の
ひ
と
つ
に
、
穿
入

蛇
行
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
荒
川
と
那

珂
川
で
見
ら
れ
る
、
平
野
上
で
流
路

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

那
須
烏
山
の
「
陸
」
の
時
代

▲栄出の滝（小倉地内）

を
変
え
な
が
ら
蛇
行
し
て
い
た
川

が
、
水
の
流
れ
で
地
面
を
侵
食
し
て

い
き
、
だ
ん
だ
ん
川
の
底
を
削
る
よ

う
に
流
れ
て
い
っ
た
た
め
生
じ
た
地

形
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
で
見
ら
れ
る
滝
に
つ

い
て
も
、
大
地
が
侵
食
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
小
倉

地
内
で
見
ら
れ
る
「
栄
出
の
滝
」
は
、

荒
川
と
、
そ
の
支
流
の
長
者
川
で
水

量
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
荒
川
の
方

が
水
量
が
多
く
、
ま
た
川
が
大
き
く

屈
折
し
て
い
る
地
点
で
あ
る
た
め
よ

り
浸
食
が
進
み
、
滝
が
で
き
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

水流が沿岸を削って
いき、曲がりくねった
地形が形成された。

水流が川底や
側面を削って
いったことに
より、滝が
形成された。

▲那珂川の穿入蛇行
　（境橋周辺）

　

那
須
烏
山
市
野
球
連
盟
は
、
野
球
を

と
お
し
て
健
全
な
身
体
の
育
成
と
ス

ポ
ー
ツ
精
神
を
養
い
、
よ
り
良
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

同
連
盟
に
は
、
学
童
の
部
1
チ
ー
ム
、

一
般
の
部　

チ
ー
ム
、
審
判
部
に
は　

12

17

人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

■
所
属
チ
ー
ム
（
令
和
3
年
登
録
）

・
学
童
の
部
：
那
須
烏
山
ク
ラ
ブ

・
一
般
の
部
：
烏
山
信
用
金
庫
、
烏
山

ヤ
ン
ガ
ー
ス
、
烏
山
Ｒ
ｅ
ｄ
・
Ｓ
ｏ
ｘ
、

Ｆ
Ｔ
ク
ラ
ブ
、
Ｋ
Ｓ
ベ
ア
ー
ズ
、
侍
、

熱
球
会
、
熱
球
会
Ｏ
Ｂ
、
日
立
Ａ
ｓ
ｔ

ｅ
ｍ
ｏ
叙

那
須
烏
山
、
藤
田
ク
ラ
ブ
、

南
大
和
久
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
ズ

大
会
を
開
催
し
、
他
市
町
と
交
流

　

同
連
盟
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

野
球
人
口
の
増
加
を
目
指
し
て

那
須
烏
山
市
野
球
連
盟
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

毎
年
6
〜
7
月
に
野
球
大
会
「
山
あ
げ

カ
ッ
プ
」
を
開
催
し
て
お
り
、
令
和
3

年
で
9
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
大
会
に

は
学
童
の
部
と
一
般
の
部
が
あ
り
、
学

童
の
部
で
は
、
本
市
の
ほ
か
近
隣
の
市

町
か
ら　

〜　

チ
ー
ム
が
参
加
。
一
般

10

16

の
部
で
は
、
本
市
の
ほ
か
那
珂
川
町
の

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

て
い
ま
す
。

審
判
部
も
活
躍
！

　

審
判
部
は
、
同
連
盟
開
催
の
野
球
大

会
（
年
間
4
大
会
）
の
ほ
か
、
中
学
校
の
大

会
や
学
童
の
県
大
会
・
地
区
大
会
な
ど

で
も
審
判
を
行
っ
て
お
り
、
大
会
開
催

に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
内
田
雄
二
さ
ん

（
小
倉
）
と
渋
江
勝
広
さ
ん
（
藤
田
）
が
東

京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
都
市
対
抗
野

球
大
会
の
審
判
を
務
め
ま
し
た
。

野
球
教
室
の
開
催

　

同
連
盟
で
は
、
小
・
中
学
生
対
象
の

野
球
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
少
子

化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
野
球
人
口
が
減

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。今
後
は
、
幼
稚
園
・

保
育
園
の
園
児
な
ど
が
対
象
の
教
室
な

ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

◇

　
「
野
球
を
や
り
た
い
け
れ
ど
誰
に
聞

い
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」、「
審
判

を
や
り
た
い
」
人
は
、
気
軽
に
左
記
あ

て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合　

那
須
烏
山
市
野
球
連
盟
事
務

局
（
平
野
）

緯
0
7
0－

8
4
4
5－

9
2
5
6

　私たち侍は、県大会出場を目標に活動
しています。メンバーは、野球未経験者
から高校野球経験者までおり、個々の実
力差がある中でも、野球を楽しむのはも
ちろんのこと、一人ひとりが自分の役割
を果たすことで、勝ちにこだわる野球を
目指しています。
　チーム名である侍は、「規律を守る」こ
とを大切にするために名付けました。草
野球はメンバー層が広いため様々な考え
を持った人が集まります。その中でチー
ムとして活動していくには、最低限の規
律は必要です。侍は、野球のうまさより
ルールを守れること、そして人物を重視
しているチームです。

チーム名：侍（さむらい）

所属チームの紹介
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先
月
開
催
さ
れ
た
冬
季
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
皆
さ
ん
見
ま
し
た

か
？
日
本
は
、
金
メ
ダ
ル
３
つ
、

銀
メ
ダ
ル
６
つ
、
銅
メ
ダ
ル
９
つ

を
獲
得
！
選
手
た
ち
の
活
躍
、
す

ご
か
っ
た
で
す
ね
★

　

中
で
も
、
個
人
的
に
「
か
っ
こ
い
い
！
」

と
思
っ
た
の
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
す
。
雪

の
斜
面
を
颯
爽
と
滑
る
姿
は
と
て
も
か
っ
こ

い
い
で
す
し
、
あ
ん
な
風
に
高
く
飛
ぶ
こ
と

が
で
き
た
ら
気
持
ち
良
い
だ
ろ
う
な
ぁ
と
テ

レ
ビ
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
に
憧
れ
て
い
る
私

で
す
が
、
ス
キ
ー
も
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
も
や
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）　

や
っ
て
み
た

い
気
持
ち
は
あ
る
の
で
す
が
、
実
行
に
移
せ

な
い
ま
ま
い
く
つ
も
の
冬
を
越
え
ま
し
た
。

ど
な
た
か
、
超
初
心
者
に
も
超
優
し
く
教
え

て
く
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
ね
・
・
・ 

　

そ
れ
と
、
噂
で
は
ス
キ
ー
場
で
食
べ
る
カ

レ
ー
が
格
別
に
美
味
し
い
と
の
こ
と
。
こ
れ

も
あ
る
意
味
「
ゲ
レ
ン
デ
マ
ジ
ッ
ク
」
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ス
キ
ー
場
グ
ル
メ
も
味
わ
っ

て
み
た
い
の
で
、
来
年
こ
そ
は
ス
キ
ー
を
体

験
し
に
行
く
ぞ
ー　
!!

　

３
月
に
入
り
、
日
差
し
が
暖
か
く
感
じ
ら

れ
る
日
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
冬
か
ら
春
に

な
る
と
き
っ
て
な
ん
だ
か
そ
わ
そ
わ
し
ま
す

が
、
個
人
的
に
は
好
き
な
季
節
で
す
。
間
も

な
く
桜
も
咲
く
頃
。
今
年
も
感
染
対
策
を
し

な
が
ら
の
お
花
見
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
満

開
の
桜
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね 

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

菱　

沼　
　
　
 
稟 （ 
学 
・
雅
香
）月　
　

次

り
ん

小　

峰　
 
弓 　
 
弦 （
健
太
・
琴
未
）下
川
井

ゆ 

づ
る

古　

舘　
　
　
 
糸 （
雄
貴
・
美
里
）滝　
　

田

い
と

菱　

沼　
 
瑠 　
 
南 （
貴
彦
・
佳
子
）上　
　

境

る 

み
な

森　

林　
 
大 　
 
貴 （
正
三
・
貴
代
）下
川
井

だ
い 

き

川　

俣　
　
　
 
蓮 （ 
亮 
・久
美
子
）大　
　

金

れ
ん

桑　

島　
 
有 　
 
虹 （
克
嘉
・芙
美
子
）上　
　

境

あ 

こ

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
な
ど
の
了
解
が
得
ら
れ
た

情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
第
9
回「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

▽
矢
板
県
税
事
務
所
長
賞
：
内
藤
暖
恵（
荒
川

小
6
年
）

▽
金
賞
：
久
保
居
桜
香
（
荒
川
小
6
年
）

▽
銅
賞
：
満
田
航
輔
（
烏
山
小
6
年
）

▽
佳
作
：
佐
藤
夢
翔
（
境
小
6
年
）、小
田
戸
唯

花
（
七
合
小
6
年
）、八
板
優
多
（
江
川
小
6
年
）

●
第　

回
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
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▽
氏
家
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
賞
：「
私
た
ち
を
守
っ
て
い
る
税
金
」

黒
尾
優
月
（
南
那
須
中
3
年
）

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

中
山
宏
様
（
東
京
都
葛
飾
区
）
か
ら　

万
円
、

50

木
村
祐
一
様
（
群
馬
県
藤
岡
市
）、
金
山
法
照
様

（
山
口
県
山
口
市
）
か
ら
5
千
円
、
匿
名
希
望
者

様　

人
か
ら
合
計
4
6
8
万
5
0
0
0
円

20
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　市では「振り込め詐欺」等の防止に効果を発揮する「特殊詐欺撃退機器」の設置に関し補助金を交付しています。
　交付期限は令和　年　月31日までとなりますので、対象機器を購入した人は、ぜひ、ご活用ください。5 3

特殊詐欺撃退機器設置補助金制度

◇特殊詐欺撃退機器とは
　電話をかけてきた相手に「この通話は録音されます」などの
アナウンスを流して会話を自動録音する機能や、迷惑電話番号
からの電話を自動判別する機能をもった電話機や電話機に接続
可能な機器のことです。
◇対象者
　次の①②全ての要件に該当する人
　①65歳以上の独居世帯主または同居の親族が65歳以上で構成

される世帯の世帯主
　②本人およびその同居の親族が、本市の市税および使用料、

その他の税外収入金のうち市長が別に定めるものを滞納し
ていない人

◇補助条件
　・令和　年　月　日以降に購入、取り付けをしたものであること。2 4 1
　・購入および取付工事は市内事業者であること。
　・購入または取り付けをした日から　年以内に申請すること。1

◇補助額　※補助は原則　回限り1
　特殊詐欺撃退機器の購入や取付工事費の　分2
の　以内で、5,000円を上限に助成します。（1001
円未満切捨）

◇必要書類
　・領収書（写し可）
　・保証書（写し可）
　・購入機器の機能が確認できるカタログまた
　　は取扱説明書（写し可）
◇申請方法
　申請書兼請求書（市ホームページ掲載）に必要事項
を記入・押印し、必要書類を添付のうえ、下
記あて申請する。

■問合　商工観光課
　　　　緯0287－83－1115



★図書館HPから新着図書が検索できます。★
https://lib-nasukarasuyama.jp/

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館　　☎0287-82-3062　Fax82-7566

2022.2.1現在
（　）対前月比

※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

12,075 女
死亡
転出

12,200

人口 24,275（－23）

世帯数 9,137

40
36

9
44

広報なすからすやま ２０２2.313

★一般図書★
『一冊でわかる鎌倉時代』　大石　学
『白髪から黒髪に若返る生き方』
　　　　　　　　　　　　田口　衛
『新しい世界の資源地図』
　　　　　　　ダニエル　ヤーギン
『はじめてのひとり暮らし安心ガイド』

造事務所
『たんぱく質しっかりおかず』
　　　　　　　　　　　牧野　直子
『捨てない生きかた』　　五木　寛之
『読んで、旅する。』　　　伊集院　静

★児童図書★
『「慰安婦」問題ってなんだろう？』
　　　　　　　　　　　　梁　澄子
『見てわかる！エネルギー革命』
『みんなで平等をつくる』
　　　　　　　シャノン　ウェバー

『君色パレット』　　　戸森　しるこ
『コロキパラン』　たかどの　ほうこ
『ねこの町の小学校』　小手鞠　るい
『ほしのおんがくかい』　　齋藤　槙
『だれのうんち』　デイジー　バード

★DVＤ★
『騙し絵の牙』　　　吉田　大八監督
『あの日のオルガン』
　　　　　　　　平松　恵美子監督
『夏への扉、君のいる未来へ』
　　　　　　　　　三木　孝浩監督
『ＨＯＫＵＳＡＩ北斎』橋本　一監督
『クルエラ』
　　　　クレイグ・ガレスピー監督
『妖怪ウォッチ　20』
　　　　　　　ウシロ　シンジ監督
『ガールズ＆パンツァー劇場版』
　　　　　　　　　　水島　努監督

俳　

句

水
野　

信
一
選

行
く
あ
て
も
来
る
客
も
な
し
嫁
が
君

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

余
世
と
て
尽
き
ぬ
願
ひ
や
初
詣塩

野
目
洋
子（
初　

音
）

冬
枯
に
老
い
の
身
つ
ら
し
自
粛
の
世

古
内　

晴
代（
金　

井
）

大
寒
や
見
え
ざ
る
敵
と
闘
ひ
て柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

久
し
振
り
梅
は
ま
だ
か
と
雨
が
降
り

樋
山　
　

隆（
向　

田
）

南
天
の
赤
く
輝
く
初
明
か
り

石
川
由
美
子（
興　

野
）

曙
は
緑
浮
か
し
て
麦
二
寸

森　
　
　

豊（
中　

山
）

寒
紅
梅
開
き
顔
ま
で
ほ
こ
ろ
び
る

吉
澤　

恒
子（
落　

合
）

短　

歌

滝
口　

節
子　

選

啄
木
の
よ
う
に
手
の
ひ
ら
見
つ
め
つ
つ
凡
庸
な
あ
れ

と
無
事
の
み
を 
祈 
ぐ　
　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

ね

「
美
味
し
い
ね
」我
の
喜
ぶ
顔
見
た
い
と
今
日
も
夫
は

苺
を
買
い
ぬ　
　
　
　
　
　

安
藤　

伯
麗（　

旭　

）

朝
明
け
の
若
水
を
汲
む
窓
の
辺
に
五
黄
の
寅
の
光
差

し
く
る　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

ミ
チ（
大　

桶
）

大
寒
に
夫
の
好
み
し
福
寿
草
咲
け
ど
今
年
は
ひ
と
り

で
愛
で
ぬ　
　
　
　
　
　
　

水
上
キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目
１

番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

「QRコード」は㈱デンソーウェーブの
登録商標です。

小学　年生、英語,数学の予習をしませんか？6
中学　年生、来年の受験は大丈夫ですか？2

授業料：8900円〜（金額は授業数によって変わります）
無料体験実施中

詳しくはこちらへ→→→

「広告見た！」とLINEください

　　広告掲載募集中
　市では、「広報お知らせ版」・
「広報なすからすやま」・
「市ホームページ」の有料広告を募集しています。
　掲載基準などの詳細は、市ホームページで確認す
るか、下記あてにお問い合わせください。
■総合政策課広報広聴グループ　緯0287－83－1112



なすから特派員通信〔イナン・オネル特派員〕

　なすから特派員の皆さんは、那須烏山市での暮らしぶりをはじめ、自然、グルメ、遊べるスポットなど、なすから
の魅力あふれる情報をそれぞれのインスタグラムで発信しています。
　今回はイナン・オネル（＠inan_oner_photography）さんの投稿を紹介します。
　イナンさんはご自宅の暗室を作業場とし、モノクロ・フィルムを手作業で現像して、写真を作っ
ています。作品の中には、那須烏山市の自然の美しさ、文化の豊かさをアナログ写真で表現した
ものもあるそうです。インスタグラムに掲載しているモノクロ写真にも、どこか温かく味わい深
い印象があります。
　今回紹介したもののほか、インスタグラムで那須烏山市の暮らし「なすからいふ」を発信中！
なすから特派員の皆さんの投稿は、ハッシュタグ「＃なすから特派員」で検索してご覧ください。

Lightroom No.734
明室 No.734　

＃那須烏山市　＃五感で楽しむ那須烏山
＃モノクロ写真　＃白黒写真
＃artphotography　＃bnwphoto
＃blackandwhitephotography
＃nasukarasuyamacity

inan_oner_photography
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－
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編
集　

那
須
烏
山
市
総
合
政
策
課

〒
3
2
1－

0
6
9
2

栃
木
県
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号

緯
0
2
8
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－

1
1
1
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14広報なすからすやま ２０22.3

　

烏
山
高
校
の
3
年
生
が
、
英
語
に
よ

る
卒
業
文
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

文
集
作
成
を
発
案
し
た
の
は
、
同
校

で
英
語
の
授
業
を
担
当
す
る
ア
メ
リ
カ

出
身
の
A
L
T
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
シ
ー
先

生
。
英
作
文
を
書
く
授
業
を
と
お
し
て

鍛
え
た
生
徒
の
英
語
の
文
章
力
や
表
現

力
を
活
か
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
も
の
で
、
同
校
で
は
初
め
て
の

試
み
で
す
。

　

文
集
で
は
、
学
校
行
事
や
部
活
動
の

思
い
出
、
将
来
の
夢
な
ど
3
年
生
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
想
い
を
英
語
で
つ

づ
っ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
フ
リ
ー
先
生
は
、「
生
徒
の
文

章
は
自
分
自
身
の
言
葉
で
表
現
で
き
て

い
て
、
と
て
も
成
長
し
た
と
感
じ
た
。

将
来
は
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
こ
の

文
集
を
と
お
し
て
高
校
時
代
を
思
い
出

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

文
集
の
表
紙
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
樋
山

風
翔
さ
ん
（
向
田
）
は
、「
表
紙
の
デ
ザ

イ
ン
は
、
烏
山
高
校
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

『
カ
ラ
ラ
』
を
描
い
た
。
日
本
語
で
は

書
き
づ
ら
い
よ
う
な
こ
と
も
英
語
で
は

素
直
に
表
現
で
き
た
」、
学
校
生
活
や

　

年
後
の
自
分
へ
宛
て
た
文
章
を
書
い

10た
益
子
紗
矢
香
さ
ん
（
那
珂
川
町
）
は
、

「
毎
週
書
い
て
い
た
英
作
文
の
成
果
を

文
集
と
い
う
形
で
残
せ
て
よ
か
っ
た
。

み
ん
な
の
文
章
も
読
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
思
い
出
に
残
る
」、
ジ
ェ
フ
リ
ー

先
生
と
の
出
会
い
や
将
来
の
夢
を
書
い

た
梅
田
拓
実
さ
ん
（
上
境
）
は
、「
授
業

で
ジ
ェ
フ
リ
ー
先
生
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
、
そ

れ
が
き
っ
か
け
で
英
語
が
好
き
に
な

り
、
海
外
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ

た
」、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
楽
し
か
っ
た

思
い
出
を
書
い
た
佐
藤
陽
葵
さ
ん
（
下

境
）
は
、「
ジ
ェ
フ
リ
ー
先
生
と
は
、
授

業
以
外
に
も
英
語
で
よ
く
会
話
を
し
て

い
た
。
毎
週
の
英
作
文
は
大
変
だ
っ
た

が
、
皆
と
一
緒
に
や
る
と
楽
し
く
、
単

語
力
も
身
に
付
い
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
話

し
て
い
ま
し
た
。

英
語
で
学
校
生
活
や
将
来
の
夢
つ
づ
る

烏
山
高
校
で
英
語
に
よ
る
卒
業
文
集
を
作
成

上段：左から佐藤さん、梅田さん
下段：左から益子さん、ジェフリー先生、樋山さん




